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川 東 蛾 弘
は じ め に
岡田温(お かだ ゆたか1870年～1949年)は,明治 ・大正 ・昭和の3代 に





していた。また,温 が1949(昭和24)年に亡 くなったあと,岡田家は,温 の残







環さんが,父 温の残 りの資料並びに夫慎吾の資料も松山大学に寄贈 したい,と
申し出られ,9月 に温 ・慎吾関係の資料類の寄贈を受けた。この時,本 だけで
3226冊,資料類はダンボール箱で108箱程もあった。実に膨大な資料であった、
温関係では,帝国農会関係,愛 媛県農会関係,各 府県農会関係,農 林省関係,
愛媛県関係,帝 国議会関係,帝 国大学農科大学関係,別 子の煙害関係,米 騒動
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関係,敗 戦後の農民組合関係,種 々の農業雑誌,機 関紙,新 聞.パ ンフ レット,
江戸から明治期の教科書,岡 田家の家計簿,土 地所有,温 の原稿,論 文,温 へ
の手紙 ・ハガキ類,そ して,何 より貴重な岡田温の日記があった、,
これ ら寄贈資料は,いずれも貴重な価値ある第一級の生資料であ り,また,
歴史的記録であった。今,こ れら膨大な資料類の整理を進めている。資料を分
野別に分類 ・整理 し,日録を作るには,おそらく2,3年 はかかるであろうと
思われる。
さて,岡 田温とは如何 なる人物なのか.簡 単に概観 しておこう。
岡田温は,明 治3(1870)年久米郡に生まれ,故 郷で農業ならびに教鞭を
とった後,29年9月帝国大学農科大学に入学 し,32年7月に卒業、,同年8月 農
事会本部に就職 し,1年5ヵ 月務めた後.33年末故郷に帰 り,34年4月温泉郡
農会技 師に就任 し,そ して,38年5月愛媛県 農会技 師に,さ らに大正2
(1913)年12月か らは愛媛県技師に もな り,県職員も兼務 した。その間.温 泉
郡及び県内の農事改良指導 ・教育,別 子銅山の煙害問題,愛 媛県の農村調査,
産業調査等に取 り組み,多 大な貢献をした。煙害問題で,越 智郡農会から)の委
託を受け,実地調査を行い,明 治39年11月住友の四阪島の精錬所の煤煙に原因
があることを完膚なきまでに告発 した、また,41年1月貴 ・衆両院に煙害救済





し,府県の農会メンバー ・農民に対し.種々講演 ・講話を行った。また,政 府
が設立した各種調査会(米穀生産費調査会,小作調査会,米 穀調査会,農 村経
済更生中央委員会等)に も出席した。その間,大正13年5月から地元農村青年








ていない。 これまでの簡単な略歴 として.息 子の慎吾氏の 「父 ・岡田温を語
る」,石橋幸雄 「岡田温 と系統農会」と娘の禎子氏の 「死床に侍 して」があ る
程度である11。今回の岡田家からの資料寄贈を機会に今後本格的に研究するつ
もりであるが,本稿では中間報告的に.温 の少 ・青年時代.帝 国大学農科大学
時代の 一端 について紹介することにする,,
1温 の少 ・青年時代






の岡田新吾家の養子 となり,新吾 ・カネヨ夫妻の長女 ヨシ(嘉永4年10月2日




1)岡 田慎吾 「父 ・岡田温 を語 る」(愛媛県農業信用基金協 会 ・農業信用保険協 会 『農業信用保証』
第10巻第2号,1977年1月,岡田慎吾 『傘寿閑話』1991年所収),石橋幸雄 「岡田温 と系統農会」
(中央農事報復刻刊 行委員 会 『月報 中央 農事報』No.2,1978年1(1月)。岡田禎 子 「死床 に侍 し
て 」(「岡田温 先生頒 徳一 思 い出集一 」1962年10月)。








は,愛媛では産業革命が進行 し(別子銅山,今 治の綿織物業,南 予の製糸業,
松山等の紡績業等),経済社会が資本主義化 していった ときにあたる。 また,
産業革命 と並行 して交通革命も進んだ。特に鉄道の敷設は早 く,明治21年に伊
予鉄道の松山 ・三津間が開通し,さ らに25年に高浜にまで延長 した。温の住ん
でいる石井を通る森松線(松 山 ・森松間〉は29年に開通 した4'。
愛媛の近代化の時代に.温は少年 ・青年時代を送った。温は小学校,巾 学校
を出ていると思われるが,こ の時期の履歴無 く,詳しくは判らない'1。











3)岡 田慎吾,前 掲論文,8ベ ー シ。
4)愛 媛県 史編 さん委員会 『愛媛県史 近代上』愛媛県,【986年,716-722へ一ジ。
5)石 橋の 前掲論文で1ま、温は農学 校を出 ていると述べているが,愛 媛県農学校 は明治34年4月開
校だか ら.間 違いであろ う。明治28年2月20口の温の 口記 に 「(愛媛)師 範学会 ヨ ワ,会員証 来




















③ 教員就任 について。結婚以来農業を続けていた温であるが,2月,教 育




6)明 治34年の岡田温 日記の12月の末尾 よ り、,
7)教 育者 。嘉永7年 松 山湊 町に生 まれ る、明治10年愛媛県師範学校 を卒業.伊 予,下 浮穴郡 の郡
役所書記 をへ て,24年4月私立愛媛県高等女学校を創立 。31年校 長に就任 、34年県 に移管,松 山
高等女学校 に改称後 も校長 を続 ける。女子教育の功労者(愛 媛県史編 さん委員会 『愛媛県 史 人
物』愛媛県,1989年)、、
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3月26日には じめての給 与を受けている、月給3円 で あった(但 し,3
月 は24日分2円38銭3厘)、,3円 とは米1俵 分 に も当 た らず,か な り低い
給与であ った。
6月10日,温 に石井小学校への転任 の辞令 が出て,llFlから石井校 に転
任 してい る。おそ らく,単 身赴任を していたので,郡 役所 の方で配慮 し,
自宅か ら通え る石井小学校 とい うことに したのであろ う。
④ 農作 業 について。教員 を していてあま り記述がないが,温 の自宅で は2
毛作 を行い,6月11,12日に小麦を刈 り取 り,24Uに田植 えを始 めている
(～28日)。温は毎 日学校 に出勤故,帰 校後.農 作業 を手伝 ってい る、,だれ
が 中心か 日記には不 明だが、両親 と年雇 であろ う。
⑤ 家計 簿 について。温 は 日記の欄 に収人,支 出等 を断片 的だが,記 してい
る。後 に温 は家計 簿を こまめ に記 してい るが(明 治45年一),早 くもそ の
原型がみ られ る,,また,金 銭の貸借関係 にかん し,頼 母 予講や親戚,個 人
間の貸借が非常 に多い ことであ る。
⑥ 日清戦争関係記事 につ いて。明治28年は 日清戦争 ・戦後 の時期で ある。
それ にかんす る記事 がい くつか見 られ る、,2月14Hには威 海衛で の勝利 の
記事,7月18〕 以降には,従 軍兵士の凱旋に対 し,生 徒 を連 れて出迎 えに
行 く記事が よ く出ている。,戦争 に沸いた当時の温青 年の興奮状況 をか いま
見 ることが出来 る。
ll帝国大学農科大学時代
岡田温 は,明 治28(1895)年3月か ら,斎 院 ・石井校の教 員であ ったが,慎
吾氏 によると,温 は感ず る所 があって,1年 足 らずで教員を辞 め,29年2月23
円,妻 子 を残 し,東 京 に出た。東京 の水産伝習所(後 の東京水 産大学)に 入る
ためで あった。 この時,温25歳 。晩学の志であ る。当時は農家の長男 が進学す
ること自体が稀有 なことであ り,ま してや,す で に結婚 し,子 供 もお り,妻 子
を残 して東京 に出 ることは大変な ことで あった。上京進学の諦が伝わる と,近
帝国農会幹事 岡田 温(59)59
隣で は.「ネ ンキ ョウ(勉 強の意)の ため東京 に出る」が…大 ニュー スにな り.
出発の当 日は部落の代表 者数名が羽織袴で高浜 まで見送 った とい う。見送 る者,
見送 られ る者,そ れ は今 日の海外留学 に も遠 く及ば ない程の 「緊張」であ った
だろ う。 この勉学が許 されたのは,両 親特 に賢夫人 の聞 こえ高い母 ヨシ(嘉 永
4年10月2日 ～昭和15年1月31日,岡 田家長女)の 深い理解があ った との こと
で ある%
子供 を東京 にだす には,金 が要 る。岡田家は明治28年12月か ら29年4月 にか
けて,5件 の田畑 を売却 してい る。即 ち,明 治28年12月に1反5畝18歩(北 土
居 村の田畑,114円にて千三木弥 三郎 に),29年1月に1反6畝17歩(同 村 の田,
145円にて岡 田隆太郎 に),同年1月1反1畝8歩(南 土居村 の田,98円にて大
西安吉へ),同 年4月3畝18歩(同 村 の畑,35円にて 岡田義朗 に),29年4月に
4反3畝18歩(久 米村 の山,268円14銭にて森永信太郎 に),合計9反0畝19歩
も売却 してい る91、、
1明 治29年
明 治29(1896)年の 日記は2月23日 の出国の 日か らあ る、,温は2月23日 に三
津港 を出発 し,大 阪 に着 き,大 阪,京 都,大 津 を見物 し,27Uの朝8時 半東京
新橋 についた。宿泊 は同郷の友人の重信喜太郎 のr宿(神 田猿楽町2丁 目築陽
館)に29口 まで泊 ま り,3月1日 か ら常盤会寄 宿舎lo)に宿泊 した。
3月2日 に,温 は物理学校 に入学 した。温の.卜京 の目的 は水産伝習所(東 京
水 産大学 の前 身)に 入学す るためで,物 理学校 ではないが,水 産伝習所の 入学
試験 は4月 上旬で,そ れ まで無為 に過 ごすわ けに もいかず,ま た,常 盤舎の規








さて,水産講習所の試験は4月5日 にあった。受験者も少な く,温は合格 し,
入学で きた。 しか し,その直後,温 の進路が変わる。それは,4月14日,松山
市出身で帝国大学農科大学林学科を卒業 し,農商務省に勤めている山崎氏を訪
れ,農 科大学の実情を聞き.そちらの方に関心を示したからであった。
そして,温の決断は早か った。4月17日に物理学校を退学 し,また,水 産伝
習所 も停学届けを出した。そ して.20日には常盤舎も出て,同 日猿楽町2丁 目
の築陽館に下宿した(友 人の重信喜太郎がここに下宿 していた)。その後,30










あったが,25年に3学期制に改正 し,また,28年にも日時を改正 し,第1学 期
は9月11日より12月24日まで,第2学 期は1月8日 より3月31日まで,第3学
期は4月8日 よ り9月10日までとなっていた、・
入学試験は6月 末ないし7月初めで,入試科 目は漢文講読,作 文,国 語書取
日本地理,算術であった。検定料は2円 であった。そして学科に合格 したもの
を仮入学させ,実 習を行い,実 習に耐'えたものを入学させた1旦1、,
明治29年度の入学試験は,6月29日に体格試験があ り,7月1Uか ら3日 に
かけて学科試験が行われた。そして,温 は学科試験に合格 した121,、温の身元保
11)東京帝国大学 『東京帝国大学五十年史』1932年.1374-1429ペー ジ。









温の体験 した実習内容は,陸稲,水稲などの除草,麦 打ち,馬鈴薯堀,草 刈,
菜種の種取 り,大根の種まき,そば蒔き,畜舎掃除等々であった、その実習は
かなり苦 しかったようだ。例えば,8月3口 の日記に 「畜舎当番。午前草刈,
午後麦引,本 日交代ナク非常二疲 レタリ。他ハ水田除草ニシテ.二年生 ノ人達
ハ麦打ナリシ」とある。また,24日の日記には 「ソバ播ヲナシタリ。実二生来
初メテ人糞ヲ握 リタリ」とある。8月29日に実習が終了 し,そして,温 は実習1
で も合格 した。
9月3日に農科大学乙科の新入生歓迎および卒業生送迎の送迎会が催 され,
参加 している。このUの 日記に 「神田富士見楼ニテ送迎会ヲ催ス。出席員八十
余名,非 常ノ盛会ナリシ」 と記 している。
温が入学 した当時の学長は松井直吉,農 学関係の主要な教授陣は,玉利喜造,
横井時敬,斎 藤万吉,田 中節三郎,本 田幸介,松 崎蔵之助,豊 永真理等がい
9月11日,帝国大学農科大学の1年 の1学 期の授業が始まった,、日記には,
授業の記事は殆 ど出てこず(化 学,動 物学等を受講),実習の記事が若干記さ
れている程度である(陸稲刈,麦 蒔き,芋堀 り,稲刈等)。他方,友 人との語
らい,友 人宅に泊まり(重信喜太郎,内 藤清,浅 田岩吉等〉.また,酒 を飲み
かわすなどの記事が記されている。





子(後 の大正天皇)も 臨席 していた。各科から造 り物が出て,運 動場を練 り歩
いた,、この夜,温 は大いに酒を飲み,斎藤万吉助教授宅を押 しかけ,楽 しんだ。
この日の日記に 「当夜パ非常二酒ヲ呑 ミ.放歌,放 吟,終 二斎藤助教授宅へ推
込 ミ,剣舞ナ ドシテ実二愉快ナリシ」 とある、
温は研究熱心 ・調査熱心であった。10月10日には講農会(農 科大学農学科の
在学牛及び卒業生の会)の 例会に参加 し,25日には友人(浅 田ら)と東京西ケ
原農事試験場(明 治23年素設置)に 参観に出かげ,11月15日には友人6人 と新
宿の池養鶏場ならびに西ケ原の試験場 を見学に行き,22日にも友人 と2人で神
奈川県鶴見の農家を訪れ,促 成栽培を見にいき,聴 き取 り調査などしている。
11月28日に化学の試験,12月11日に動物学の試験があり.151」に帰郷の途に





明治30(1897)年,温の農科大学時代.1年 次の2.3学 期か ら2年 次 の1
学期 にか けての時期であ る。U記 は1月10日か ら12月31日まであ る、,
明治30年の正 月を故郷で過 ごした温は,1月101ヨ午後4時 新肱川丸にの り三
津港 を出発,上 京 の道 につ く,神 戸 につ き,そ れか ら汽車で大阪 に行 き1泊 し,
12目午前6時 半 の 汽車で東 京へ 向か った。当時,大 阪 ・東京 間は18時間か
か っていた。温は上京 中,東 海道線の農村風景 をなが め,各 地 の耕地や作物の
状況,特 徴 を観察 し.書 き留めてい る。温の面 目躍如 たる ものを見 て取 ること
がで きる、,13日!2時50分品川駅 に着 した。着後,学 校 に行 ったが,前 日の12H
皇太后死去のため,5日 間休校 となってお り,ま た.国 民 も3〔)日間歌舞音楽 を
自粛 し,喪 に服す ることにな っていた。
帝国農会幹事 岡田 混(63)63
2月2日,皇 太后 の葬儀が青 山練兵場であ った.温 はわ ざわ ざ見学 に行 き,
その模様 を活写 してい る。温 の皇室崇拝 ぶ りが見て取れ る。「生 涯又 ト遭 フマ
ジキ最モ悼 ムベ ク悲 シムベ ク.又 憧 ムベ キ我仁慈徳 澤優 レ給 ヒシ英照皇太后陛
下御送葬 ノ日ナ リ……。陛 下 ノ御枢 ハ無塗 ノ御輿ニテ前後 ハ戸 ヲ閉ヂ左右 ニハ
幕 ノ下 ヨリ御簾 ノ見ヘ タリ。 サテモ今 日コ ソハ陛下 ノ腿尺 シ奉 リ其有難 キ事既
二涕 ノ落チ ン斗 リナルニ長 ノ御旅 ヲ送 リ奉 ルコ ト我 知 ラズ涕ハ顔 二溢 レタリ」。
2学期の授 業 としては,害 虫,無 機化学等 を受講 してい る。2月4日 か らは
実習が始ま った。 この 日は脱粒,中 耕,馬 耕であ った、,
2月ll日,学校 の中央講堂や教室が 全焼 してい る。そのため休校 とな り,温
はそれ を利用 して13日か ら3日 間,1司級生 の友人2人(浅 田岩古,見 山慶次
郎)と 神奈川に行 き,川 崎 の大 師河原 にあ る学校の果樹 園の調査 ・見学 を行 い,
また.神 奈川県庁勧 農課へ行 った り,老 農(川 島勘左衛 門)を 訪問す るな どし
てい る、.,
2月25日に大学で講演会が あ り,長 岡宗好,本 田幸 介両教授 の台湾調査報告
を聞 き,温 は新知識 を得 た と述べてい る,,また,27日には講農会臨時集 会が あ
り,船 津伝次平技 師の桑樹 の栽培方法 と乃木氏の蚕種 にか んす る演説 を聞 き,
これ また有益で あった と述べてい る。
3月は,授 業 の他 に実習が続 く、,実習では桑苗,革 果,桜,桃 等 の挿 し木 を
習 った。また,3月 下旬 には1年 次の第2学 期 の試験が あ った。17日害虫,23
月無機 化学試験が あ り,カ ル シウムの問題 で誤 った と慨嘆 してい る。
4月 から第3学 期が始 まった,,1口か ら14日まで 千葉,茨 城、埼玉県 に行 っ
た(農 場実習であ ろ う)。授 業 は12口か ら始 ま り,植 物学,物 理 学,農 具,気
象学,害 虫等 を受講 した。実習 は18日か ら始ま った,、4月に畑打,ヤ ギ.綿 羊
の足 のつ め切 り,と う もろこ しの種 まき,水 田の荒起 こし,茶 畑の手入れ,5
月に養蚕、製茶,甘 藍,ナ スの移植,6月 に養 蚕,菜 種収穫 麦刈 り,山 植 え
等 であった,,
6月 には3学 期の試験 があ った、,8日植物学,22日物理学.24日農 具,26日
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気象学,30日害虫等であった。
温は,授業,実 習の傍 ら,よ く友人宅(重信喜太郎,大 島国三郎,永 木薫一,
仙波太郎,松 本浩,見 山慶次郎,村 井清,大橋賢之助,浅 田岩吉等)を 訪れ,
語らい,泊 まった りしている。教師宅では内藤清宅をよく訪れている。そして,




多 く,こうした堆積 した要求が改革運動に発展 した。具体的には,教育方針の
改善,乙 科という名称の変更,教 授科目の程度及び学科[]の改善向上,研 究科
の設置,農 場実習方法の改善等であった1"〕。
この学校改革運動に温は熱心に取 り組んだ。6月28日に臨時講農会が開かれ,




7月以降,温 達は学長や教授に働きかけ,活発に運動を行 った。1目,温 は
松井直吉農科大学長を訪問し,働 きかけた。「午後 ヨリ各教師ノ宅ヲ訪 ヒ其意
見ヲ叩ク。自分 卜浅田ハ学長 ト田中両氏ヲ訪フベキ役割ナ レドモ,学長 ノ内ニ
テ時間ヲ要シタルガ為メ田中教授 ヲ問ハズシテ帰ル」。3日 には田中節三郎教
授を訪問 した。「午後ヨリ浅田、見山両君 ト共二本郷区金助町田中氏ノ邸 ヲ訪
ヒ,改正 ノ意見ヲ開陳シテ,其 ヨリ麹町二帰 リー杯ヲ催シ,両氏 ト別 レ内藤二
宿ス」。さらに4日 には浜尾新帝国大学総長宅ならびに松井学長宅 も訪れた。
「十一時半牛込築土八幡社二両氏 ト会合 シ,学長ヲ尋子 タルモ不在ナ リシ為 メ,
小石川花富町ナル大学総長ノ宅ヲ訪 ヒ,同 シク意見ヲ開陳シ,帰路,学 長二面
シ,同上 ノ要務 ヲ終 リ,七時前帰校,、本目ハ未 ダ要領ヲ得ズ」、
14)東京大学百年史編集委員会 丁東京大学百年史 部局史二』東京大学出版会,684ページ。
帝国農会幹事 岡田温(65)65
7月,8月 も実習があるが,記 事はあま りな く(7月10日馬耕等),専ら友
人達との語らいや寄席などに行っている。
8月5日,温 は友人数名と四谷大泉亭で開催されている政談演説会を聞きに
行っている。この演説会の弁士は増田義一(読 売新聞記者)と 島田三郎(衆 議
院議員,進 歩党,毎 日新聞社長)で あった。島田は商工ブルジョアジーの立場
から地主制への批判をおこなったのであろう。この演説に対 し,温は農民の立







か し,この時,温 は脚気にかかってお り,酒を飲めず,「実二不愉快ナ リシ」














(2)麦ノ施 肥及 ヒ中耕 ノ法 ヲ説 明スベ シ。そ して,24日に授業が終 わ った。そ









地質学を加え,学科の時間を増加す る。③ 学科点数について,従 来科目平均
















その翌 々日の8日,父 よ り帰れ との連絡が急遽あ り,10日,温 は松 山に帰 っ
た、内容は不明であ るが,恐 らく,温 に対 し,学 校を辞 めて郷里 に帰 れ と言 う
ことで あった ろう。
しか し,温 の学問への情熱 は固 く,8月8日,再 び東京に帰 って きた。 この
日の 日記 に.郷 里 に帰 るときの憂欝 さ,東 京 に帰 って来た ときの喜 びを次の よ
うに記 してい る。「前 月十 日 ノ朝,梶 原.大 島両君 二送 ラレテ学校 ノ門 ヲ出 シ
トキハ何 トナク,後 髪 ヲ引 カル ・力如 ク思 ハ レ,心 モ足モ進マ ズ,且 ッ幻 ノ如
クニ出 タルニ引代へ 今 日ハ宿年 ノ欝 悶モ晴 レ,一 刻モ早 ク知人 ノ顔 ヲ見 シモ
ノ ト勇 ミニ勇 ンデ門二入 リシ トキ ノ愉快 ハ世 二喩ヘ シ者モナ ク……(宮 田君)
余 ノ顔 ヲ見 ルヤ,ヤ ーヤー帰 ッタナー ト例 ノ快活 ナル挨拶,久 シク沈欝 シタ リ
シ気 分モ消へ失セ タリ。サ テモ寄 宿舎生活程面 自キモノハ非 ザ ルベ シ」。 そ し
て,温 が友人の清水君 に帰国の挨拶 に訪れ た とき,友 人の大島国三郎(同 級生,
京都府何鹿郡 中筋村出身)が 温に同情 して,松 山の国元 に行 き.両 親に対 し説
得 を行 った話 を聞 き,そ の友情に対 し,「感泣」 している。
8月22日,実 習が再開 した。8月 は革果や梨 の接 ぎ木,大 根,蕪,蕎 麦の種
蒔 き.等 の実習 を行い,ま た,講 農会 の原稿 などを執筆 してい る。
9月11日か ら3年 次 に進み,1学 期 が始 ま った.,授業は畜産学,林 学,園 芸
学,獣 医学,作 物,農 産製造学等 を受 講 した。実習 は砂糖の製造,藍 の精製,
インジゴ製法,と うもろこし,甘 薯の収穫,キ ュウ リの種 まき等を行 った。
11月12日,農科大学の運動 会が行われている。農学科,林 学科.獣 医学科等
か ら趣 向を凝 ら した出 し物 も出て.温 は農科大学の運動会を 「全国,否 東洋 …
ノ運動会 ナ リ」 と述べてい る。
授業 の傍 ら,温 は講農会幹事 として,講 農会 々報の編集 に従事 していた,,ま
た,9月24日 には,秋 山亭で講農 会の会合 を開 き,温 も弁士 とな り,「慣 習 ノ
勢力」 と題 した演説 も してい る、
温はまた農村 調査 に熱心であ った。休 日には近郊の農家 に行 き,聴 き取 り調
査 を してい る(9月18日 には山梨 を訪 れ,10月15〕には神奈川)。
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温は,農家の租税負担に大いに関心がある。9月4日 の日記に各国納税者一
人当た りの納税額(負担)聞と富力(所 得)を 比較 し,日本の納税額は9ポ ンド
で,高 くないが,富 力は0,091円で極端に低 く,「其富力 ト負担額 ヲ比スレバ荷
重ナルヲミルベシ」と断じている。また,こ の時期,目 本新聞に地租間題につ
いての論文(田 口氏 ト谷公ノ増税問題に関スル議論)を 書いている。
温は,政治 ・政界の動 きにも関心があ り,観察も鋭い。明治31年は第3次 伊
藤内閣時(明 治31年1月12日～6月30日)と大隈内閣(同年6月30日～11月8
日)の時代である、伊藤内閤は5月,地 租増税法案を提出したが,白 由 ・進歩
両党によって否決され,6月24日伊藤首相が辞表 を提出し,後継に大隈 ・板垣
を推薦 し,6月30日大隈内閣が成立 した(な お,自 由 ・進歩両党は6月22日合
同し,憲政党結成),,その隈板内閣時代,文 相の尾崎行雄が8月21日,教育会
でいわゆる共和演説を行 う事件が発牛 した。それに対 し,非難の声が起こり,
10月24日尾崎文相が辞任 し,後任を巡って閣議が対立 し,大隈が独断で犬養毅
を文相に任命 したため,板垣 ら旧自由党系が反発して,辞任 し,10月31日大隈
内閣は倒壊するという政変が起きた。これらに関する記事が日記にある。10月
26日「尾崎文部大臣辞任後任者ノ選定二自進両派ノ大混雑,為 二或ハ分離スル




尾崎が皇室の尊厳を批判 したことに対 しては温は賛同していないが,他 の政治
家達が尾崎を排除することに対し,「政治家 ノ狭量」だとして嘆いている。ま
た,10月30日の 日記には,政 変が天皇の 「大御心」を悩ませたことを批判 し,
政党への不信盛を次のように表明していた。「何時カラ我国ノ政治家ハ公事 ヲ












明治32(1989)年,温の3年 生最後の年であ る。7月 に卒業す る。この年 の
日記 は,1月1Flか ら12月31日まで ある。
1月1日,正 月を東京で迎 え,こ の 日,各 教師(玉 利,本 田,横 井,田 中,
森等)訪 問 し.年 始の挨拶 に行 っている。 また,正 月は友人 と椚を飲 んだ り.
カル タを した りして,大 学 生活 をエ ンジョイ してい る。
1月9日,3年 次の2学 期 の授業 が始 まった。横井時敬の農業経 済や 獣医学,
園芸,畜 産学等の授 業を受 講 した。実習 は16日か ら始 まった。豚の解剖,ビ ー
ル製造,石 鹸製造,三 梗の皮取 り等 を している。
授業,実 翌の傍 ら.温 は講農会の幹事 として,も っぱ ら講農会々報の原稿を
書 き,編 集.発 行等 に従事 し,ま た,講 農会 の例会 を行 った。1月21日 の例会
で は温が 「品評会 に就いて」 と題 し,演 説を してい る。
3月 下旬 に2学 期 の試験 があ り(16口園芸,221-1畜産等),3月 末で3年 の
2学期が終わ ってい る。
温 の政界へ の批判 は鋭い,,3月7Hのlr記 に帝 国議会で議員が歳費増加 を決
めた ことに対 し,次 のよ うに憤 慨 してい る。 「人民 の膏 ヲ絞 リ,自 己 ノ収入 ヲ
議 ス。憲政 モ落 二至 テ大 二疑 ヲ生セサ ルヲ得 ス」。
4月1日 か ら3学 期が始 まった。温は4月1Llか ら9Uま で長野地方 を旅行
してい る,,帰後,授 業が始 ま り,横 井の農業経 済や畜産学,作 物,農 産製造学
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等 を受講 している。18日か ら実習が始ま った。実習 は養蚕,牛 酪製造,ジ ャム
製造,コ ンデ ンス ミルク等 々であ った。
4月24日に玉利 喜造先生171の開講20年の祝賀式が行わ れてい る。松井 農科 大
学長,浜 尾新 文部大 臣,藤 田農商務次官等が 出席 してい る。本田幸 介教授 が司
会 し.田 中節三郎教授が感謝状を渡 し,玉 利先生が挨拶 した。その挨拶 につ い
て,温 は 「先生一 同二向 ヒ厚 ク感謝 ノ意 ヲ表 ス。言 々涕 ト共二出テ,其 ノ 『誠
二身二余 リタル』 ト言 ヒシー言 ノ如 キハ,是 レ先生 ノ硬直 ナル肺臆 ヨリ出 タル
モ ノニ シテ,其 ノ高徳 ノ然 ラシム ル者ナルコ トヲ回想 シ,非 常 ノ感 ニ ウタレタ
リ。先生 日ク。余 ノ今 日アルハ畢 寛先王氏有 ルノ故ナ リトシテ,我 国農業 ノ歴
史 ヲ伝記 的二説 キ,一 場 ノ演舌 ヲ終(ル)」 と記 し,改 めて,先 生の実直で高
徳な人柄 に感動 してい る。
4月 下旬,温 の父 ・為十郎 が突如 として上京 してい る(4月26日 ～5月16
日)。その 間,温 は父 を浅草,上 野,宮 城等 々見物 に連れ てい き,親 孝行 して
いる,,
6月 に3学 期 の最後の試験が あった。11日作物,16R農 業経 済,26日農産
製造学等。
6月24日には卒業の口頭試 問があ った.し か し,あ ま り出来が良 くなか った
とみ え,温 は 「是 レ平素万事 二注意 ヲセサ リシ ノ報酬 ナ レバ仕方 ナ シ」 と反省
してい る。
7月8日 に神田明神下開花楼で講農会第五回 人:会が開かれ,卒 業す る岡田 は
評議員 に選出 されている'㌦
7月10日に帝国大 学の卒業式があ った。天皇 臨席 している。優 等生(3年 間
17)玉利喜造は安 政3(1856)年鹿1巳島藩に生まれる、明治13(1880)年駒場農学校本科卒業(第
1回卒業)。その後,米 国留学,20年東京農林学校,つ いで,24年帝国大学 農科大学教授 を歴任。
31年全国農事会 本部常任幹事。33年幹事長 となる,35年盛 岡高農初代校長就任(全 国農事 会幹 事
長辞任)。42年鹿 児島高農 に転 じる.、大正11(1922)年貴族 院議員.昭 和6(1931)年死去(以
上,岡 田温 「玉利先生 と系統農 会」 中央農事報 復刻刊行 委員会 『月報 巾央 農事報JN()・2・
1978有…・よ り)c
l8)『講農会会報』第四十三号,明 治32(1899)年10月。
帝国農会幹事 岡田 温 (7D71
90点以上)に 賞品が下賜されている、
7月13日に農科大学乙科実科の卒業式が行われ,温 は卒業した'9,。この口の
日記に 「乙科実科卒業証書授与式。学長式辞,田 巾,河瀬,原 教授 ノ演舌アリ。
実科総代 ノ染谷君,乙 科総代 トシテノ宮本君答辞 ヲナス。農科ノ名誉 ト云フベ
シ。式終リテ三科共図書館前ニテ撮影セリ。同窓一撮 シテ解散スル。顧 レバニ
九年ノ七月初 メニテ第二寄宿舎ニテ相見テ以来蛍雪 ヲ共ニスル満三年,今 ハ昨
夢 ノ如シ」 とある。染谷(亮 作)は 千葉県東葛飾郡川間村出身,宮 本(政蔵)
は鳥取県高気郡鹿野村出身で,い ずれも温の同級生である。卒業生は24名で
あったz【1》。
さて,温 の就職のことであるが.温 は7月11口に玉利喜造教授(農 事会本部
の実務を取 り仕切 っていた)を尋ね,前 途を相談している、そして,15日,玉
利先生は温を連れて,(全 国)農事会本部へ行き,そ こで,前 田止名(農 事会
本部幹事長)に 紹介 した。この日の日記に 「玉利教授 ト共二前田正名氏 ヲ訪 ヒ,
渉介セラレタリ。農会本部二至リ役員諸氏二面ス」とある。そして,農事会本
部入 りが決まった。この時代については,別稿で述べることにする。
19)大正2年 に書かれ た岡田温 自1うの履歴書には,農 科人学 の卒業年 月を明治32年6月と記 してい
たが,昭 和13年に書かれた履歴書では明治32年3月,戦後の昭和21年の履歴書で も明治32年3月
と記 している,岡 田慎吾 の 「父 ・岡田温 を語 る』の略年表 も同様で明 治32年3月15日とまで記 し
てる。事実 は否で,日 記か ら判明す るように.32年の7月131」で あった。 このように,卒 業年 月
とい う基本的な ことがらに関 して も,年 月が過 ぎると,人 問の記憶 とい うものは,本 人で も曖味,
不正確になって くる もので ある。
20)『講農会会報J第 四十三号,明 治32(1899)年10月.
